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Figure2:典型的な磁化曲線.磁場Hの増加とともになめらかに増加する｡
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上のような対応によると､スピンのZ成分はサイ トに存在する粒子の個数 (ハー ド
コア条件より､実際は0と1)に対応し､Sz- 允-1/2と書けa^｡〈ただし､免-ifaは
買 三≡章三雲:誉三三責 苦=V;三 三~_≡芸 三 宝 ‥‡去 -≡ 1.-i票 ‡三~‡
のになる.一方､卑 Sk-の項は､kサイ トの粒子を消してjサイ トに作る､粒子の移動
(ホッピング)を表すことになる｡従って､量子スピン系は相互作用する量子力学的な
粒子の系と等価である｡例えば､スピン1/2から成るスピン系のハミル トニアン
h - Jl∑(串SkX+卑Sky)+JI∑ 考SkZ
O,k) U,k)
は､次のようなハミル トニアンを持っボース粒子の系と等価である｡























































































































































































































































































































































































囲 参考書として､例えば フェッタ一､ワレッカ ｢多粒子系の量子論｣
【2]参考になるレビューとして､J･B･Kogut,Rev･Mod･Phys･51,659(1979)･
[31最近の代表的な教科書として､永長直人 ｢物性論における場の量子論｣(岩波書店)
【4]田崎晴明,講義ノート｢量子スピン系の理論｣物性研究 58-2,121(1992)･【余談です
が､私がMlの時に出席した物性若手夏の学校の講義ノー トです｡この講義がきっ
かけで私はスピン系を研究することになりました｡]
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